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農業委員会との事務分担
平成27年1月21日 制度運用開始

農業への信用保証制度の適用

農業生産法人の役員要件の緩和

平成27年1月28日
・新潟市農地効率的利用促進審査会の設置

平成27年3月24日
・㈱ローソンファーム新潟の審査実施

事務処理期間の短縮【20日⇒６日】

６次産業化、商工業者の農業参入を支援

７事業者が農業参入、市内１３haで開始
今後２０５ｈａでの営農を計画

㈱ローソン…全国初の特例農業法人㈱ローソンファーム新潟設立
新潟麦酒㈱…養豚、豚肉の加工・販売、牧草栽培等
㈱新潟クボタ…耕作放棄畑で小麦栽培、輸出用米の栽培
㈱ＷＰＰＣ…苔の生産と輸出可能な苔の種の研究
㈱セブンファーム新潟…食品残渣を活用した循環型農業の実践
㈱ars-dining…枝豆、越後姫等園芸作物の生産販売
㈱アイエスエフネットライフ新潟…障がい者雇用、イチジクなどの加工販売

加工・販売力の強化
米輸出の増加・耕作放棄地の解消

処理期間の迅速化で企業参入を支援

認定件数７件、融資総額 約１億３００万円
実績

実績

実績

・今後１００haまで
規模拡大

・集出荷、加工を行う
プロセスセンターの
設置を構想
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農家レストラン設置に係る緩和

雇用労働相談センターの設置

㈲フジタファーム
・自社の生産するミルクを使用したカフェ
・市内産牛肉を提供するステーキレストラン
㈱絆コーポレーション
・自社の農産物を使用した中華レストラン
㈲ワイエスアグリプラント
・自社のイチゴ等農産物を使用したスイーツカフェ
㈲高儀農場
・自社のトマト、イチゴ等を使用したイタリアンレストラン

地元の食材をふんだんに使ったレストラン
が来春オープン

高付加価値化の実現
農家所得の向上・交流人口の拡大

農業の雇用ルールの明確化
６次産業化等のビジネス相談との連携

農業ベンチャーの創業を後押し

【主な事業内容】
・雇用に関する相談対応
・雇用労働相談員による訪問指導
・雇用関連セミナーの開催 など

【施設目的】
・「雇用指針」等を活用することで、農業ベンチャーを含めた新規開業
する企業等が、雇用ルールを的確に理解し個別労働関係紛争を生じるこ
となく円滑に事業展開できるよう、各種相談サービスを提供するもの

実績

Ｈ２７年１０月開設予定



人工衛星による画像分析技術を用いた営農支援ツールの活用

新潟の農産物の普及促進、新潟独自の文化を活用した観光振興などにより地域経済の活性化を図る

水田センサと連動したクラウド型水田管理システムの導入により、圃場管理の効率化等を図る
２２農業者約４６０haで実証開始

「農産物高付加価値化プロジェクトに関する連携協定」締結

「地域活性化包括連携協定」締結

高付加価値・低コストな植物工場の実証開始

「革新的水田営農管理システム実証プロジェクトに関する連携協定」締結

開発、製造ノウハウを適用した植物工場にて機能性野菜の栽培検証を行う

ゲノム解析とマーケティングの融合による農産物の高付加価値化を図る

人工衛星による植生分析画像や気象計測システムの活用等による農作業の効率化、
低コスト化を図る

実
施
予
定
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